
 

班
員 

 

班
員 

 

班
員 

 

班
員 

 

班
員 

 

 

避

難

場

所

に

移

動 

 

（学 校 危 機 管 理 担 当 者） 

本部長 
代理③ 

発災後１日目 
～揺れがおさまったら～ 

 

発災後 
２～３日目 

 

発災後 

４日目～１週間 

 

発災後 
１週間 

 

発災後 
１週間以降 

 

発災直後 

校長・副校長 

情報連絡班 
（生徒部・学年） 

施設安全班 
(総務部・経営企画室） 

救護班 
（保健部・国際部） 

物資班 
（教務部） 

帰宅支援班 
（進路探究部・ 

経営企画室） 

※【一時集合場所】 
避難場所に避難する前に、近隣の避難者が一時的に集合する場所。 
グラウンドを利用。 
【一時滞在施設】 
災害時に被災した外出者のうち、帰宅可能になるまで待機する場所がない
帰宅困難者を最長３日間一時的に受け入れる施設。体育館棟の利用を
予定。（全都立高校が指定） 
【災害時帰宅困難者支援ステーション】 
救急・救護活動が落ち着いた後に、徒歩による帰宅者を支援するため、可
能な範囲で水道水、トイレ、地図等による道路情報、ラジオ等で知り得た災
害情報などを提供する施設（全都立高校が指定） 

発災時 

生
徒
・
来
校
者
・
教
職
員
自
ら
の
安
全
確
保 

避
難
経
路
の
安
全
を
確
認
し
た
上
で
、 

生
徒
と
来
校
者
の
避
難
誘
導
・
自
ら
の
避
難 

 

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
） 
→

点
呼 

行方不明者の 
捜索 

担当するクラスの 

生徒対応 

消火、施設の 
安全確認 

負傷者の 
応急処置 

施設安全班の 
応援 

施設安全班の 
応援・重要物品
の管理 

保護者との連絡 
・生徒対応 

情報収集・ 
外部との連絡 

全体指揮、避難場所決定 

施設の応急対策 
・パトロール 

負傷者の対応 

物資管理 

一時滞在施設、 
帰宅支援ｽﾃｰｼｮﾝ 
の運営 

一時滞在施設、 
帰宅支援ｽﾃｰｼｮﾝ 

開設の決定 

東京都立立川国際中等教育学校 東京都立立川国際中等教育学校附属小学校 大規模災害時の体制 【教職員の動き】 ＜別紙１＞ 

一時滞在施設

閉鎖の判断 

帰宅支援ｽﾃｰｼｮ

ﾝ継続 引
き
続
き
、
「
生
徒
・
保
護
者
対
応
」
「
一
時
滞
在
施
設
」 

「
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
対
応
」
を
継
続 

一時滞在 
施設閉鎖対
応 

一時滞在 
施設の 
片付け 

帰宅支援ｽﾃ
ｰｼｮﾝの運営 

帰宅支援ス
テーション
の 
片付け 

帰宅支援ｽﾃ
ｰｼｮﾝの閉鎖
対応 

帰宅支援ｽﾃｰｼｮ
ﾝ閉鎖判断 

授業再開に 
向けた準備 
再開時期決定 

・授業再開時期
等について保護者
への周知 
・生徒の心のケア 

校舎等の 
安全確認・整備 

生徒の心のケア 

応急教育計画の
見直し 

学籍変更、入学相
談等の各種対応 

＜平日昼間の生徒・教職員ともに在校している場合＞ 

＜授業のない土日祝日に部活動などで生徒が学校で活動中の場合＞ 

③各部活動の顧問教員等が生徒の避難誘導・
自らの避難を行った後に点呼。 
④揺れがおさまったら、行方不明者の捜索や校舎
の消火を行う。 
⑤より安全な避難場所に生徒を移動 

① 在校する教員で、生徒の保護者との連絡や生徒対応を行う。 
② 一時滞在や帰宅支援ステーションは、他の教職員及び地域支援員の参集

状況に応じて、校長（連絡がとれない場合は副校長、経営企画室長の順
番で）に開設の判断を仰いだ上で開設する。 

 
 
同  上 

＜学校に生徒・教職員がいない時に震度６弱以上の大地震が起こった場合＞ 

大地震発生以降の態勢の推移 

自宅等で 
自らの 
安全確保 

家族の安全を確認した上で 
立川国際に参集 

一時滞在や帰宅支援ステーションは、他の教職員及び地域支援員の参集状況
に応じて、校長（連絡がとれない場合は副校長、経営企画室長の順番で）に
開設の判断を仰いだ上で開設 

 
同  上 

 

室
長 

幹
部
班
長
会
（
各
班
間
の
総
合
調
整
） 

いち早く学校に
駆けつけて、緊
急連絡と情報
収集を開始 
(休日・夜間等) 

 

★災害時には、立川国際中等教育学校の教職員は、 

まずは ①生徒の生命・身体の安全確保を第一に、 

次いで ②地域防災活動（一時集合場所、一時滞在施設、災害時帰宅困難者支援ステーション）を行う。 

★災害時の「初動態勢の早期確保」と「情報連絡体制の確立」、平常時の「実践的な防災訓練」について、教職員が行うべき具体的な行動や迅速な判断のための基本的な方針をまとめ、全員の共通認識とし、想定外の場面に

直面しても柔軟に対応できるようにマニュアル化 

★震災対策を全ての災害対策の基本として、風水害など自然災害のみならず、不審者の侵入、新型インフルエンザ等の感染症、テロ・ＮＢＣＲ災害等にも柔軟に対処 

校  長 本部長 

立川国際中等教育学校 災害対策本部の構成 

副本部長 

（本部長代理①） 
副 校 長 

指 

揮 

命 

令 

部 

門 

代理④ 代理② 代理⑤ 代理⑥ 代理⑦ 

主  幹  教  諭

情報 
連絡班 

施設 

安全班 
救護班 物資班 

帰宅 

支援班 

経営 

企画室 

班
長 

班
長 

養
護
教
諭 

班
長 

班
長 

班
長 



 

 

 

 

帰宅支援班 
点呼 

行方不明者

の捜索 

一時滞在施設
閉鎖の判断 

避難場所
の決定 

避
難
場
所
に
移
動→

次
の
指
示
が
あ
る
ま
で
待
機 

保護者との連絡 
とりまとめ 

・消火、 
巡視・施設
の安全確
認 

・保護者との連絡 
・生徒対応 

一時滞在施設・帰
宅ステとしての施設
の安全確認 

（体育棟） 

負傷者
の応急
手当 

担任する 

クラス 

生徒対応 

情報連絡 
班点呼 

生徒の 
点呼 

生徒の 
点呼 

重要物品
の管理 

★施設安
全班応援 

食糧・物資の
配付準備 

一時滞在施設・
帰宅支援ステー
ションの開設準
備 

立川国際 
災害対策本部
立ち上げ 

・一時滞在施設、帰宅支援ステーションとして 

利用するための応急対策 

・パトロール 

・自衛消防 

・生徒用以外のトイレ使用方法、ごみ出しの指示 

 

生徒・教職員用 
一時滞在施設用 

一時滞在施設開設

の決定 
★管理責任者は 
副校長 

・一時滞在施設・帰宅支援ステーションの 
運営・副校長（管理責任者）の補佐 

・施設滞在者カードの配布・回収 

→管理責任者（副校長）に提出 
・ｹｱ・ｺﾐｯｼｮﾅｰは経営企画室の女性職員 

生徒指導部 

１・２・３学年 

４・５・６学年 

情
報
連
絡
班 

国際部 
養護 

救
護
班 

・負傷者の対応 

校長：災害対策本部長（施設管理者） 

授業再開に 
向けた準備 

教務部 
物
資
班 

進路探究部 

経営企画室 

帰
宅
支
援
班 

再開時期決定 

一時滞在施設用・帰宅支援ステーション用 
物資管理 

生徒・教職員用物資管理 

・交通機関運行状況などの帰宅支援情報の提供   
・各種情報収集                       

・帰宅困難者対策部門（東京都災害対策本部 
内）との連絡 
・校内への情報提供 

・一時滞在者名簿の j-anpi 登録 

【
生
徒
部
】 

・保護者との連絡 
・生徒の帰宅判断・帰宅対応 
・校内にいる生徒対応 

・生徒用トイレの使用方法、ごみ出しルールの指導 

【
学
年
】 

帰宅支援ステーション 
開設の決定 
★管理責任者 

は副校長 

一時滞在施設

の片付け 帰宅支援ステー

ション用物資管理 

東京都立立川国際中等教育学校 東京都立立川国際中等教育学校附属小学校 災害時の行動フロー１（平日昼間の授業中・放課後など、生徒・教職員が、学校にいる時に、大地震が起こった場合） 

 

＜別紙２＞ 

一時滞在施
設閉鎖対応 

帰宅支援ステー

ション運営・副校

長（管理責任

者）の補佐 

帰宅支援ステーシ
ョンの片付け 

帰宅支援ステー
ション閉鎖対応 

応急教育計画の

作成 

校舎等の 

安全確認・整備 

生徒の心のケア 

授業再開 
時期等に 
ついて 
保護者への周知 

学籍変更、 
入学相談、 
授業料免除などの 

各種対応成 

施設安全
班の点呼 

救護班 
点呼 

物資班

点呼 

発災後１日目  ～揺れがおさまったら～ 
発災後 

２～３日目 

 

発災後 

４日目～１週間 

 

発災後 

１週間 

 

発災後 

１週間以降 

 

発災直後 発災時 

生徒・ 
教職員の 
避難状況の

把握 

班編成 

校長 

副校長 
（職務代理者） 

総務部 

経企室 

施
設
安
全
班 

生
徒
・
教
職
員
自
ら
の
安
全
確
保 

避
難
経
路
の
安
全
を
確
認
し
た
上
で
、 

 

生
徒
と
来
校
者
の
避
難
誘
導
・
自
ら
の
避
難 

全
体
指
揮 

報告 

重要物品 
持出し 

・経営企画室耐火金庫の鍵 
・備蓄倉庫２ヶ所の鍵 

★施設安
全班応援 

報告 

室長： 

管理責任者代理 

負傷者の 
応急手当 

報告 引
き
続
き
、「
生
徒
・
保
護
者
対
応
」「
一
時
滞
在
施
設
対
応
」「
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
対
応
」
を
継
続 

帰宅支援ステーション 
継続 
★管理責任者は 

副校長 

帰宅支援ステーション 
閉鎖の判断 



 

 

 

 

一時滞在施設
閉鎖の判断 

生徒の安否状況とりまとめ 

・生徒、保護者との連絡 

・保護者、生徒からの問い合わせ対応 

施設の安全確認 
★特に一時滞在施設となるアリーナ１・２、帰
宅支援ステーションとなる生徒・教職員滞在施
設となる教室・職員室等（校舎棟） 

負傷者の応急手当 

食糧・物資の配付準備 

一時滞在施設・帰宅支援ステーションの開設準備 

立川国際 災害対策本部立ち上げ 

・一時滞在施設、帰宅支援ステーションとして 

利用するための応急対策 

・パトロール 

・自衛消防 

・生徒用以外のトイレ使用方法、ごみ出しの指示 

 

生徒・教職員用 

一時滞在施設用 

一時滞在施設開設

の決定 
★管理責任者は 
副校長 

・一時滞在施設・帰宅支援ステーションの 
運営・副校長（管理責任者）の補佐 

・施設滞在者カードの配布・回収 

→管理責任者（副校長）に提出 
・ｹｱ・ｺﾐｯｼｮﾅｰは経営企画室の女性職員 

生徒指導部 

１・２・３学年 

４・５・６学年 

情
報
連
絡
班 

国際部 
養護 

救
護
班 

・負傷者の対応 

校長：災害対策本部長（施設管理者） 

授業再開に 
向けた準備 

教務部 
物
資
班 

進路探究部 

経営企画室 

帰
宅
支
援
班 

再開時期決定 

一時滞在施設用・帰宅支援ステーション用 
物資管理 

生徒・教職員用物資管理 

・交通機関運行状況などの帰宅支援情報の提供   
・各種情報収集                       

・帰宅困難者対策部門（東京都災害対策本部 
内）との連絡 
・校内への情報提供 

・一時滞在者名簿の j-anpi 登録 

【
生
徒
部
】 

・生徒、保護者の安否確認 

・保護者、生徒からの問い合わせ対応 

【
学
年
】 

帰宅支援ステーション 
開設の決定 

★管理責任者 
は副校長 

一時滞在施設

の片付け 帰宅支援ステー

ション用物資管理 

一時滞在施
設閉鎖対応 

帰宅支援ステー

ション運営・副校

長（管理責任

者）の補佐 

帰宅支援ステーシ
ョンの片付け 

帰宅支援ステー
ション閉鎖対応 

応急教育計画の

作成 

校舎等の 

安全確認・整備 

生徒の心のケア 

授業再開 
時期等に 
ついて 
保護者への周知 

学籍変更、 
入学相談、 

授業料免除などの 
各種対応成 

発災後１日目  ～揺れがおさまったら～ 
発災後 

２～３日目 

 

発災後 

４日目～１週間 

 

発災後 

１週間 

 

発災後 

１週間以降 

 

発災直後 発災時 

東京都立立川国際中等教育学校 東京都立立川国際中等教育学校附属小学校 災害時の行動フロー１（生徒・教職員が、学校にいない時に、震度６弱以上の大地震が起こった場合） 

 

＜別紙３＞ 

・参集状況の把握 

・各班人数調整 

班編成 

校長 

副校長 
（職務代理

 

総務部 

経企室 

施
設
安
全
班 

自
宅
な
ど
で
自
ら
の
安
全
確
保 

家
族
の
安
全
を
確
認
し
た
上
で
、 

 

立
川
国
際
に
参
集
（
一
部
、
他
の
都
立
高
校
へ
参
集
す
る
） 

立
川
国
際
に

参
集 

重要物品 
持出し 

・経営企画室耐火金庫の鍵 
・備蓄倉庫２ヶ所の鍵 

室長： 

管理責任者代理 

報告 引
き
続
き
、「
生
徒
・
保
護
者
対
応
」「
一
時
滞
在
施
設
対
応
」「
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
対
応
」
を
継
続 

帰宅支援ステーション 
継続 
★管理責任者は 

副校長 

帰宅支援ステーション 
閉鎖の判断 

重要物品の
管理 
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立川国際中等教育学校 大規模地震時の生徒の行動指針  

発災後 
４日目～１週間 

発災後 
１週間 

発災後 
１週間以降 ★発災時 

○
先
生
の
指
示
に
従
い 

グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
避
難 

○
そ
ば
に
い
る
負
傷
者
の
救
出 

 

→

点
呼 

保護者と連絡

がつき、帰宅で

きると学校が判

断した生徒か

ら、順次帰宅 

＜震度６弱以上の地震の場合に使えるサービス＞ 

① NTT 東日本「災害用伝言ダイヤル 171」【音声】 

★あらかじめ家族でキーとなる電話番号を決めておく。 

② NTT 東日本「災害用伝言板 web171」【文字】 

 ★あらかじめ家族でキーとなる電話番号を決めておく。 

③NTT ドコモ、au、Softbank などの携帯電話事業者 

による「災害用伝言板サービス」【文字】 

★平常時にメッセージ送信先をあらかじめ登録しておく。 

④安否情報統合 web サイト「j-anpi」 

★上記災害用伝言板への登録情報や企業・自治体等が保有す

る安否情報をまとめて検索・確認できる web サイト 

※各サービスの伝言登録・確認方法は裏面参照 

立
川
国
際
に
い
る
時 

ま
ず
、 

自
分
の
命
を
守
る 

・
物
が
「
落
ち
て
こ
な
い
」
「
倒
れ
て
こ
な
い
」
「
移
動
し
て
こ
な
い
」 

空
間
に
身
を
寄
せ
、
身
近
に
あ
る
も
の
で
頭
部
を
守
る
。 

・
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
が
落
ち
て
く
る
の
で
、
慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
。 

 
★一斉帰宅抑制が発令され、保護者が勤務先に留まる場

合、生徒は立川国際に滞在 
★家族への安否連絡、家族の安否確認 
★立川国際で自分たちにできることをやる 
 【例】負傷者の手当、一時滞在施設運営の手伝い 
    帰宅支援ステーション運営の手伝い 
★近隣の施設で自分たちにできることをやる 
 【例】避難所となる立川二中の手伝い 

登
下
校
中
・
外
出
中 

 

NTT 東日本「災害用伝言板 web171」に自宅電話番号をキーとして

登録→安否情報統合ｻｲﾄ j-anpi に掲載され、立川国際もあなたの情

報を検索可能に 

★一斉帰宅抑制が発令された場合は、無理に立川国際や

自宅に向かわず、最寄りの防災施設に滞在 

★家族への安否連絡、家族の安否確認 

★立川国際に安否連絡 

自
宅
に
い
る
時 

校
外
で
の 

学
校
行
事
や 

部
活
遠
征
中 

緊急地震速報が流れた時も 

★一斉帰宅抑制が発令された場合は、最寄りの防災施設
に滞在 

★先生（いなければグループの代表が）立川国際に安否
連絡 

★各自家族への安否連絡、家族の安否確認 

★隣近所の安否確認、近隣住民の救出護、消火活動、 
けが人の救護 

★自宅に留まる場合、ライフラインや食糧の供給が途絶える 
２～３日は自分でしのぐ。 

★避難所に行く場合は、自宅のﾌﾞﾚｰｶｰを切り、ｶﾞｽの元栓を閉
めて避難。避難所運営に協力。 

★家族への安否連絡、家族の安否確認 
★立川国際に安否連絡 
★家族への安否連絡、家族の安否確認 
【例】負傷者の手当 

○自宅に戻った場合、自分や家

族などの身の回りの安全を確保し

た上で、自分の心身の状況に応

じて地域の救援・復旧活動に積

極的に参画 

○避難所等で共同生活する場

合、避難所運営責任者の指示

を受けて、運営の手伝いに積極

的に参画 

先
生
の
指
示
に
従

い
、
ま
と
ま
っ
て
最

寄
り
の
避
難
場
所
へ

避
難 

同 上 

○
係
員
の
指
示
に
従
い
避
難 

○
一
人
の
時
は
、
最
寄
り
の

避
難
場
所
へ
避
難 

火
の
始
末
・
避
難
口
確
保
・

家
族
の
安
全
確
認
・
正
し
い

情
報
収
集 

★発災直後 
★発災後１日目 
～揺れがおさまったら～ 

★発災後 
２～３日目 

＜防災施設など災害時の情報がわかるサイト＞ 
◆東京都防災ＨＰ◆ 

☆防災マップも掲載されています。 
【パソコン用】  http://www.bousai.metro.tokyo.jp/ 
 
【スマートフォン用】 
http://www.bousai.metro.tokyo.jp/smart/ 
 
【携帯電話用】   http://www.bousai.metro. 

tokyo.jp/mobile/index.html  
 
◆Twitter アラート◆ 
災害が発生した場合にスマートフォンで twitter を利用している人に、東京都防災、警視庁警備部災
害対策課、東京消防庁の重要なツイートを画面上に目立つように表示するサービス 
→このサービスを受けるには、Twitter をフォローした上で、裏面の Twitter アラートの登録が必要 

★正しい情報収集（いずれの状況でも共通） 

○自宅にいる場合、自分や家族などの身の回りの

安全を確保した上で、自分の心身の状況に応じて

地域の救援・復旧活動に積極的に参画 

○避難所等で共同生活する場合、避難所運営責

任者の指示を受けて、運営の手伝いに積極的に参

画 

立国または自
宅に戻る。立
国に戻った場
合は、学校の
帰宅判断に基
づき帰宅 

立川国際また

は 自 宅 に 戻

る。立川国際

に戻った場合

は、学校の帰

宅判断に基づ

き帰宅 

○引き続き、 

自宅や避難所

で生活 

★立川国際から

授業再開時期

等 に つ い て 生

徒・保護者へ

の連絡あり 

あなたから家族へ安否連絡 
または 家族の安否をあなたが確認する手段 

あなたが立川国際へ安否連絡する手段 

 

★立川国際からあなたへの情報発信手段★ 
●立川国際 twitter による発信 
●学校 HP に「災害時の緊急連絡事項」掲載 
●電話による個別連絡  
●校門等への掲示  
●区市町村役所の掲示板に掲示  
●連絡のとれた生徒に、既存の SNS（LINE や twitter など）による生徒間のつ

ながりで立川国際からの情報を他の生徒に伝えるよう協力依頼 
★震度６弱以上の地震の場合は、立川国際が NTT 東日本「災害用伝言ダイ

ヤル１７１」及び「災害用伝言板 web171」にメッセージ登録。 
いずれもｷｰとなる電話番号は０４２－５２４－３９０３（立国代表） 

→※具体的なメッセージ確認方法は裏面参照 

★周りの人と助け合い、自分のできることをやる（いずれの状況でも共通） 

＜別紙５＞ 

同 上 

いつ・どんな場所で大地震に遭遇したとしても、発災後３日間は、次の行動ポイントを思い出して冷静に行動してください。 

★地震発生時・緊急地震速報が流れた時 まず、自分の命を守る。特に頭部を守る！  

★揺れがおさまったら自分にできる範囲の救援活動を行いつつ、安全な場所へ避難  

→初期消火、そばにいる負傷者の搬出。先生・係員の指示に従い避難。自分一人、生徒だけの場合は自ら状況を判断。 

★東京都が『一斉帰宅抑制』を発令したら、今後３日間程度滞在する自分の居場所を決める  

→立川国際や自宅以外で地震にあった場合は、自分がいる場所から一番近い防災施設へ。 

防災施設がわからない時は、 こちらのサイト へ！ 無理に自宅や立川国際行こうとしない。 

★信頼のできる正しい情報を集める ラジオ、テレビ、インターネットなどで、被害・余震情報や交通情報を収集。 

★自分の安否を家族や学校などに知らせる →可能な限り様々な連絡手段を複数使う。 

★自宅や当面の居場所で自分の周りの人と助け合う →自宅では家族や隣近所と、立川国際では先生や仲間と、知らない人同士でも。 

自 

助 

共
助 

http://www.bousai.metro.tokyo.jp/
http://www.bousai.metro/


 

 

 

③ NTT 東日本 
「災害用伝言ダイヤル 171」【音声】 

 

 へ電話をかける 
     （ガイダンスが流れる） 

伝言の録音 伝言の再生 

１をﾌﾟｯｼｭ ２をﾌﾟｯｼｭ 

市外局番 
＋ 

自宅電話などキーとなる電話番号 

【蓄積伝言数】１電話番号あたり１０件まで 
【録音時間】１伝言 ３０秒以内 
【伝言保存期間】４８時間（自動消去） 

１７１ 

◆伝言の例◆ ～登下校中、立川駅で被災した場合～ 

名前 ＋ 日時 ＋ 安否 ＋ 現在地 ＋ 今後の予定 

「立川太郎です。 ○月○日○時○分。 

 無事です。立川駅にいます。 
  これから一時滞在施設の立川国際に向かいます。」 

ハイフンなし

はい 

－（ﾊｲﾌﾝ）なし 

 

 

 
このページ左に記載の 

① NTT 東日本「災害用伝言ダイヤル 171」の「伝言の再生」 

または② NTT 東日本「災害用伝言板 web171」の「伝言の確認」の手順の際に、 

立川国際の電話番号０４２－５２４－３９０３を入力 

 ※登録できる伝言数を超えると、古い伝言から削除されるため、生徒からの伝言は登録しない！ 

★立川国際からあなたへのメッセージ確認方法★ 

 

各 Twitter をフォローした上で、こちらからアラートを登録 

東京都防災（@tokyo_bousai） https://twitter.com/tokyo_bousai/alerts 

警視庁警備部災害対策課(@MPD_bousai) https://twitter.com/MPD_bousai/alerts 

東京消防庁(@Tokyo_Fire_D) https://twitter.com/Tokyo_Fire_D/alerts 

Twitter アラートの登録  

 
 
＜平常時＞ 
■伝言登録時の通知先設定■ 

https://www.web171.jp/へアクセス 
 

「利用者登録・更新・削除はこちら」をクリック 
 
＜災害時＞ 
■伝言の登録 

https://www.web171.jp/へアクセス 
 

伝言を登録する自宅電話などｷｰとなる電話番号
を入力して、「伝言を登録する」をクリック 
 
ひらがな氏名、安否、伝言を入力して、 
「伝言を登録する」をクリック 
＊登録する電話番号に対して、複数の利用者登録があ
る場合には、伝言板が複数個表示されるので、登録
したい伝言板の「登録する」をクリック 

【蓄積伝言数】 最大 20 件 
【入力文字数】１伝言あたり 100 文字以下 
【伝言保存期間】 最大 6 ヵ月 

 
■伝言の確認 
 https://www.web171.jp/へアクセス 

 
伝言を確認したい自宅電話などｷｰとなる電話番号
を入力して、「伝言を確認する」をクリックして、
伝言を表示 

 
★伝言板に伝言がない場合 

あなたのメールアドレスを入力して、「通知を希望す
る」をクリックすると、新たに伝言の登録があった際に
通知をメールで受け取ることができる。 

④ NTT 東日本 
「災害用伝言板 web171」【文字】 

公共交通機関等の特に重要なツイートを画面上に 
ポップアップ等で目立つように表示するサービス 

ハイフンなし

はい 

－（ﾊｲﾌﾝ）なし 

NTT と各携帯事業者間で相互連携あり。「伝言の確認」の際に、携帯電話番号を入力すると、他社の災害用伝言板を参照することができる。 

J-anpi 

 

 

 

設定すると伝言
登録時に相手に
通知できる 
設定しなくても
利用は可能 

http://anpi.jp/ 

④安否情報統合 web サイト j-anpi のイメージ 

③携帯電話事業者による災害用伝言板サービス【文字】 

https://twitter.com/tokyo_bousai/alerts
https://twitter.com/MPD_bousai/alerts
https://twitter.com/Tokyo_Fire_D/alerts
https://www.web171.jp/
https://www.web171.jp/
https://www.web171.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症対策ガイドライン 

（追補版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 7 年 ６ 月 

東京都教育委員会 
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(3)  熱中症の病型と救急処置 

熱中症とは、暑さによって生じる障害の総称で、熱失神、熱けいれん、熱疲労、熱射病な

どの病型がある。 

運動をすると大量の熱が発生する一方で、皮膚血管の拡張と発汗によって体表面から熱を

放散し、体温のバランスを保とうとするが、暑いと熱放散の効率は悪くなる。このような状

況で生理機能の調節や体温調節が破綻して熱中症は起こる。 

気温が高いときは熱中症が起こりやすいため、その兆候に注意し、適切に対処する必要が

ある。最重症型である熱射病では死亡率が高いため、熱射病が疑われる場合には一刻を争っ

て身体冷却をしなければならない。 

 

病型 症状と救急処置 

熱失神 

炎天下にじっと立っていたり、立ち上がったりしたとき、運動後な

どに起こる。皮膚血管の拡張と下肢への血液貯留のために血圧が低下、

脳血流が減少して起こるもので、めまいや失神（一過性の意識消失）な

どの症状がみられる。 

足を高くして寝かせると通常はすぐに回復する。 

熱けいれん 

大量に汗をかき、水だけ（あるいは塩分の少ない水）を補給して血液

中の塩分濃度が低下したときに起こるもので、痛みをともなう筋けい

れん（こむら返りのような状態）がみられる。下肢の筋だけでなく上肢

や腹筋などにも起こる。 

生理食塩水（0.9％食塩水）など濃い目の食塩水の補給や点滴により

通常は回復する。 

熱疲労 

発汗による脱水と皮膚血管の拡張による循環不全の状態であり、脱

力感、倦怠感、めまい、頭痛、吐き気などの症状がみられる。 

スポーツドリンクなどで水分と塩分を補給することにより通常は回

復する。嘔吐などにより水が飲めない場合には、点滴などの医療処置

が必要である。 

熱射病 

過度に体温が上昇（40℃以上）して脳機能に異常をきたした状態で

ある。体温調節も働かなくなる。種々の程度の意識障害がみられ、応答

が鈍い、言動がおかしいといった状態から進行すると昏睡状態になる。

高体温が持続すると脳だけでなく、肝臓、腎臓、肺、心臓などの多臓器

障害を併発し、死亡率が高くなる。 

死の危険のある緊急事態であり、救命できるかどうかは、いかに早

く体温を下げられるかにかかっている。救急車を要請し、速やかに冷

却処置を開始する。 
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■熱射病が疑われる場合の身体冷却法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症の重症度は、「具体的な治療の必要性」の観点から、以下のように分類されてい

る。特に、「意識がない」などの脳症状の疑いがある場合は、全てⅢ度（重症）に分類し、

絶対に見逃さないようにすることが重要である。 

分類 程度 症状 重症度 

Ⅰ 

度 

現場での応急

処置で対応で

きる軽症 

●めまい・失神 

「立ちくらみ」という状態で、脳への血流が瞬間的に不充

分になったことを示し、“熱失神”と呼ぶこともある。 

●筋肉痛・筋肉の硬直 

筋肉の「こむら返り」のことで、その部分の痛みを伴いま

す。発汗に伴う塩分（ナトリウムなど）の欠乏により生じ

る。これを“熱けいれん”と呼ぶこともある。 

●大量の発汗 

 

Ⅱ 

度 

病院への搬送

を必要とする

中等症 

●頭痛・気分の不快・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱感 

体がぐったりする、力が入らないなどがあり、従来から

“熱疲労”と言われている状態である。 

Ⅲ 

度 

入院して集中

治療の必要性

のある重症 

●意識障害・けいれん・手足の運動障害 

呼びかけや刺激への反応がおかしい、体にガクガクとひき

つけがある、真っすぐ走れない、歩けないなど。 

●高体温 

体に触ると熱いという感触である。従来から“熱射病”や

“重度の日射病”と言われているものがこれに相当する。 

 

 

●現場での身体冷却法としては、バスタブが準備でき、医療スタッフが対応可能な場合には、

氷水に全身を浸して冷却する「氷水浴／冷水浴法」が最も効果的とされており、学校や一般

のスポーツ現場では、水道につないだホースで全身に水をかけ続ける「水道水散布法」が、

次に推奨されている。 

●それも困難な場合や学校現場などでは、エアコン（最強で）の利いた保健室に収容し、氷水

の洗面器やバケツで濡らしたタオルをたくさん用意し、全身にのせて、次々に取り換える必

要がある。扇風機を併用したり、氷やアイスパックなどを頚、腋の下、脚の付け根など太い

血管に当てて追加的に冷やしたりすることも効果的である。 

●熱射病が疑われる場合には身体冷却を躊躇すべきではなく、その場合には「寒い」というま

で冷却する。運動時の熱射病の救命は、いかに速く（約 30 分以内に）体温を 40℃以下に

下げることができるかにかかっている。現場で可能な方法を組み合わせて冷却を開始し、救

急隊の到着を待つことが重要である。 
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参考 

 

 

出典 「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」公益財団法人日本スポーツ協会（令和元年５月 20 日）より 
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(4)  熱中症発生の要因 

学校の管理下における熱中症死亡事故は、ほとんどが体育・スポーツ活動によるもので、

それほど高くない気温（25～30℃）においても、湿度が高い場合等に発生している。指導者

が熱中症発生の要因を知り、事故防止の観点だけでなく、効果的なトレーニングという点に

おいても、予防のための指導と管理を適切に行うことが大変重要である。 

 

熱中症発生の要因 

環 境 

●気温・湿度の高さ 

●直射日光、風の有無 

●急激な暑さ 

主 体 

●体力・体格の個人差   ●健康状態 

●体調          ●疲労 

●暑さへの慣れ      ●衣服の状態 

運 動 

●運動の強度・内容・継続時間 

●水分補給 

●休憩のとり方 

 

(5)  熱中症が起こりやすい条件 

熱中症が起こりやすい条件下では、生徒の心身への注意を十分に払って、個人差に応じた

指導を行うことが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

心臓疾患、広範囲の皮膚疾患、糖尿病等の持病を有する児童・生徒の場合には、「体温調節

がうまくできない」傾向があり、更に注意を要する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 高湿度・急な温度上昇などには要注意！ 

日中の暑い時間帯は避けて活動しよう！ 

● 肥満傾向の人、体力のない人、暑さに慣れていない人、 

体調の悪い人は要注意！ 

● ランニング、ダッシュの繰り返しには気を付けて！ 
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(1)  熱中症予防５ヶ条 

日本スポーツ協会では、熱中症予防の原則を以下のとおり「熱中症予防 5 ヶ条」としてま

とめ、熱中症事故をなくすための呼びかけを行っている。 

 

１ 暑いとき、無理な運動は事故のもと 

気温が高いときほど、また同じ気温でも湿度が高いときほど、熱中症の危険性は高くな

ります。また、運動強度が高いほど熱の産生が多くなり、やはり熱中症の危険性も高くな

ります。暑いときに無理な運動をしても効果はあがりません。環境条件に応じて運動強度

を調節し、適宜休憩をとり、適切な水分補給を心掛けましょう。 

 

２ 急な暑さに要注意 

熱中症事故は、急に暑くなったときに多く発生しています。夏の初めや合宿の初日、ある

いは夏以外でも急に気温が高くなったような場合に熱中症が起こりやすくなります。急に

暑くなったら、軽い運動にとどめ、暑さに慣れるまでの数日間は軽い短時間の運動から

徐々に運動強度や運動量を増やしていくようにしましょう。 

 

３ 失われる水と塩分を取り戻そう 

 暑いときには、こまめに水分を補給しましょう。汗からは水分と同時に塩分も失われま

す。スポーツドリンクなどを利用して、0.1～0.2%程度の塩分も補給するとよいでしょ

う。 

 水分補給量の目安として、運動による体重減少が２％を超えないように補給します。運

動前後に体重を測ることで、失われた水分量を知ることができます。運動の前後に、また

毎朝起床時に体重を測る習慣を身につけ、体調管理に役立てることが勧められます。 

 

４ 薄着スタイルでさわやかに 

 皮膚からの熱の出入りには衣服が影響します。暑いときには軽装にし、素材も吸湿性や

通気性のよいものにしましょう。屋外で、直射日光がある場合には帽子を着用するとよい

でしょう。防具をつけるスポーツでは、休憩中に衣服をゆるめ、できるだけ熱を逃がしま

しょう。 

 

５ 体調不良は事故のもと 

 体調が悪いと体温調節能力も低下し、熱中症につながります。疲労、睡眠不足、発熱、

風邪、下痢など、体調の悪いときには無理に運動をしないことです。また、体力の低い人、

肥満の人、暑さに慣れていない人、熱中症を起こしたことがある人などは暑さに弱いので

注意が必要です。学校で起きた熱中症死亡事故の 7 割は肥満の人に起きており、肥満の人

は特に注意しなければなりません。 

２ 熱中症の予防 
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(５)  暑さ指数（WBGT）について 

 ア 暑さ指数（WBGT）とは 

暑さ指数（WBGT：Wet Bulb Globe Temperature：湿球黒球温度）は、熱中症の危険

度を判断する環境条件の指標である。この WBGT は、人体と外気との熱のやりとり（熱

収支）に着目し、熱収支に与える影響の大きい気温、湿度、日射・輻射など周辺の熱環境、

風（気流）の要素を取り入れた指標で、単位は、気温と同じ℃を用いる。 

暑さ指数（WBGT）を用いた指針としては、公益財団法人日本スポーツ協会による「熱

中症予防運動指針」等があります。同指針では、暑さ指数（WBGT）の段位に応じた熱中

症予防のための行動の目安とすることが推奨されている。 

体育等の授業の前や運動会・体育祭、遠足をはじめとした校外活動の前や活動中に、定

期的に暑さ指数（WBGT）を計測し、これらの指針を参考に危険度を把握することで、よ

り安全に授業や活動を行うことができる。 
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イ 暑さ指数（WBGT）の測定 

暑さ指数（WBGT）は熱ストレスの評価指標として ISO7243 で国際的に規格化されて

おり、図１（左）に示す計測装置や、図２で示す電子式の装置で計測する。図１（右）の

ように固定設置し、周囲から見えるよう暑さ指数（WBGT）を表示、データを取得するも

のや、図２のように個人が持ち歩いて周辺のごく近い場所の暑さ指数（WBGT）を測定で

きる小型のものがある。 

 

参考 

 

 

出典 「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」公益財団法人日本スポーツ協会（令和元年５月 20 日）より 
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(１)  熱中症警戒アラート・熱中症特別警戒アラートとは 

令和５年４月に改正された気候変動適応法において、気温が特に著しく高くなることによ

り熱中症による人の健康に係る重大な被害が生ずるおそれがある場合として環境省令で定め

る場合に該当すると認めるときは、期間、地域等を明らかにして、「熱中症特別警戒情報」を

発表し、関係都道府県知事に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、一般

に周知させなければならないとされた。（気候変動適応法第 19 条第 1 項） 

熱中症特別警戒情報が発表される状況は、過去に例のない危険な暑さとなっていることが

想定されるため、普段心がけている熱中症予防行動と同様の対応では不十分な可能性がある

ため、熱中症予防行動を徹底し、自分と自分の周りの人の命を守ることや、暑さ指数（WBGT）

等の実測の上、適切な熱中症対策が取れていることを確認し、適切な熱中症対策が取れない

場合は中止・延期の検討をすることも重要である。 

 

熱中症警戒情報と熱中症特別警戒情報について 

 
 

ア 発表方法、発表単位、発表基準・タイミング 

● 発表方法 

 ・環境省熱中症予防情報サイト【https://www.wbgt.env.go.jp/】 

・個人向けメール配信サービス【https://www.wbgt.env.go.jp/mail_service.php】 

・環境省 LINE 公式アカウント【https://www.wbgt.env.go.jp/line_notification.php】 

● 発表単位 

・熱中症警戒アラート：全国を 58 に分けた府県予報区等を単位として発表 

（北海道、鹿児島県、沖縄県を細分化） 

３ 熱中症警戒アラート・熱中症特別警戒アラート 

https://www.wbgt.env.go.jp/
https://www.wbgt.env.go.jp/mail_service.php
https://www.wbgt.env.go.jp/line_notification.php
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・熱中症特別警戒アラート：都道府県単位 

● 発表基準・タイミング 

・熱中症警戒アラート： 

発表基準：府県予報区等内の暑さ指数（WBGT（※１））情報提供地点のいずれかに

おいて、日最高暑さ指数が 33 以上となることが予測される場合 

発表時間：前日の午後５時または当日の午前５時 

・熱中症特別警戒アラート： 

発表基準：それぞれの都道府県内の全ての暑さ指数（WBGT）情報提供地点におい

て、翌日の日最高暑さ指数が 35 以上となることが予測される場合に発表。 

発表時間：前日の午後２時 

   イ 発表内容 

   ● アラートでは、次の内容が発表されている。 

      

 

 

 

 

 

 

   ※ なお、暑さ指数（WBGT）が 35 に達しない場合であっても、自然的社会的状況に

より、熱中症により国民の健康に重大な被害が生ずるおそれがあると認められるよ

うな場合に発表する場合があるとされているが（気候変動適応法施行規則第 2 条第

２号）、その具体的な基準は、令和６年度以降も引き続き検討を行うとされている。 

 

 （２）熱中症警戒アラート・熱中症特別警戒アラートの活用に当たって 

ア 熱中症警戒情報・熱中症特別警戒情報の入手・周知の明確化 

● 熱中症警戒情報・熱中症特別警戒情報は、気象庁の防災情報提供システム、関係

機関の WEB ページ、SNS を通じて多くの方が情報を入手できる。 

● 逆に、誰かが入手しているであろうと思って、その情報が的確に共有されないことが

ないよう、情報の入手、関係者への伝達等を明確に定めておくことが大切である。 

誰が確認するか 

いつ確認するか 

誰に伝えるか 

情報をもとに、学校運営をどのようにするかを決定する者（校長及び関係職員） 

これらの者が不在の場合の代理者等 

イ 熱中症警戒情報・熱中症特別警戒情報は事前の予測 

 ● 翌日に予定されている行事の開催可否、内容の変更等に関する判断、飲料水ボト

ルの多めの準備、冷却等の備えの参考となる。 

府県予報区の方々に対して熱中症への注意を促す呼びかけ 

府県予報区の観測地点毎の日再校暑さ指数（WBGT） 

 暑さ指数（WBGT）の目安 

 府県予報区の各観測地点のよそう再校気温及び前日の最高気温観測地 

（５時発表情報のみ付記） 

熱中症予防において特に気を付けること 
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● 当日の状況が予測と異なる場合もあり、体育の授業、運動会等の行事を予定どお

りに開催するか中止にするか、内容を変更して実施するかを判断しなければならな

い。熱中症警戒情報・熱中症特別警戒情報は発表になった場合の具体の対応や、校

長不在時の対応者等をあらかじめ検討しておくことが重要である。 

ウ 府県予報区単位での予報 

● 野外学習等、学校以外の場所での行事運営の参考となる。 

府県予報区内にはいくつかの暑さ指数の予測地点があり、その予測値も知ること

ができる。 

● 熱中症警戒情報・熱中症特別警戒情報が発表されていない場合であっても、活動

場所で暑さ指数（WBGT）を測定し、状況に応じて、水分補給や休息の頻度を高め

たり、活動時間の短縮を行ったりすることが望まれる。 

エ その他 

● 保護者や一般の方から熱中症警戒情報・熱中症特別警戒情報が出ているのに屋外

で体育の授業を行っている等の意見が提起される場合があり、それらへの対応が求

められることがある。 

● 一般の方からこのような意見が寄せられることは、熱中症に警戒するという意識

が社会の中に定着しつつある証でもあり「熱中症警戒情報・熱中症特別警戒情報」

発表の目的の一つが達成しつつあると捉えることができる。 

 

 （３）熱中症特別警戒アラート発令時の学校の対応について 

   ア 教育活動について 

● 熱中症特別警戒アラート発表時は、過去に例のない危険な暑さ等となり、人の健康

に係る重大な被害が生じるおそれがあることから、児童・生徒の生命を第一に考え、

原則として、校内外での教育活動について、中止又は延期とする。 

【８ 熱中症事故防止に関する通知等（２）参照】 

    

   イ 教職員の服務について 

● 時差勤務、テレワークやオンライン会議など、柔軟で多様な働き方を活用するとと

もに、校務運営に支障のない範囲で終日単位のテレワークの実施を検討する。 

【８ 熱中症事故防止に関する通知等（３）参照】 
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国は、今般、気候変動適応法等の一部を改正する法律の施行など、熱中症対策をめぐる状

況について動きがあったことを踏まえ、令和 6 年 4 月に、その内容を一部追補する資料とし

て「学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引き」（令和 3 年 5 月）の「追補版」を取

りまとめた。各学校における熱中症事故対策のポイントを整理・確認すること等の参考とし

て活用する。【https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1401870_00001.htm】 

７ チェックリスト 

https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1401870_00001.htm
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(１)  学校教育活動等における熱中症事故の防止について（通知） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

８ 熱中症事故防止に関する通知等 
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＜参考＞ 

１ 「熱中症事故防止リーフレット（教員用）」（令和５年９月 教育庁指導部指導企画課） 

  「熱中症事故防止啓発リーフレット（教員用）」（令和６年４月 教育庁指導部指導企画課） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.taiiku-kenko-edu.metro.tokyo.lg.jp/accident_prevention/heatstroke_leaflet.html
https://www.taiiku-kenko-edu.metro.tokyo.lg.jp/accident_prevention/heatstroke_leaflet.html
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(２)  学校における「熱中症特別警戒アラート」発表時の対応について（通知） 
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＜参考＞ 

１ 「熱中症警戒アラート等のメール配信サービス」（環境省） 

２ 熱中症予防情報サイト（環境省） 

３ 東京都熱中症対策ポータルサイト（東京都） 

４ 学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引き（令和３年５月（令和６年４月 追

補）環境省・文部科学省） 

 

https://www.wbgt.env.go.jp/alert_mail_service.php
https://www.wbgt.env.go.jp/
https://wbgt.metro.tokyo.lg.jp/
https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1401870_00001.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1401870_00001.htm
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(３)  都立学校教職員における熱中症対策の徹底について（依頼） 
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＜参考＞ 

１  東京都熱中症対策ポータルサイト（東京都） 

 

 

 

https://wbgt.metro.tokyo.lg.jp/
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(４)  熱中症事故防止リーフレット（Tokyo 体育健康教育ポータル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

１ 熱中症予防情報サイト（環境省） 

https://www.taiiku-kenko-edu.metro.tokyo.lg.jp/
https://www.wbgt.env.go.jp/
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- 36 - 

 

 

＜参考＞ 

１ 東京都熱中症対策ポータルサイト（東京都） 

２  熱中症予防情報・資料サイト 

３ 環境省熱中症予防情報サイト - 環境省公式 LINE アカウントによる情報配信 

https://wbgt.metro.tokyo.lg.jp/
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/tabid/3051/Default.aspx
https://www.wbgt.env.go.jp/sp/line_notification.php


令和７年５月 

東京都教育庁指導部指導企画課 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ この資料は、「気象庁 ホームページ」を基に作成しています。 

真っ黒な雲が近づき、周囲が急に暗くなる。 

雷鳴が聞こえたり、雷光が見えたりする。 

ヒヤッとした冷たい風が吹き出す。 

大粒の雨や「ひょう」が降り出す。 

 

 雷注意報の有無を確認 

 気象情報の確認（雷ナウキャスト） 

２  

 

空の様子に注意し 
活動を継続 

落雷から子供を守る 

活動前 

活動を中止 
 すぐに安全な場所へ避難する。 

注意報がある。 

→活動を原則中止 

これらの状況がない。 

  随時、空の様子を確認 

 

教員のためのフローチャート 

活動中 

朝や活動実施前 

 

これらの状況がある。 

「自分の身は自分で守る」ことが大切です。 

 

注意報がない。 

→活動を実施 

落雷による被害を防ぐために、教員がとるべき行動を下表にまとめました。活動等を行う際の参考に

してください。なお、フローチャートで示した行動は一例であり、実際の気象状況や各学校の実態に応

じた適切な対応をお願いします。 

 

雷から身を守るには、 

 〇 建物や屋根付きの乗り物へ避難する。 
 〇 木や電柱から、４ｍ以上離れる。 

（高い木の近くは危険であることから、最低でも、木の全ての幹、枝、葉から２メートル以上は離れる。） 

 〇 近くに避難する場所がない場合は、姿勢を低くする。 

https://www.jma.go.jp/bosai/nowc/#lat:34.560859/lon:137.153320/zoom:5/colordepth:deep/elements:thns


6600

6790

6760

6739

6823

6724

6831

6188

6218

6206

6207

6847

6875 6877

6933

6943

6229

6034

60376045
6068

6080

6185

6008

6140

7041

7018

6024

7024

7090

7114

5944

5947

5981

7097

5959

7143

5924

7159

7174

5965

1348

1456

1615

1622

5895

7151

7182

819

7209

5845

58515859

1563

788

5781

5840

754

5219

5224

648

739

5209

5205

5107

5019

5105

5176

5119

4999

4265

5041

5122
4266 4366

5055

4255

4098

4349

4374

4292

6522

663

4305

6458

6711

6003

4280

4289

4173 4133

4157

6510

6069

6986

5161

11

6

12

13

38

37

36

2

11

29

12

13

28

13

25

21

16

7

6

19

14
13

9

7

8

7

29

18

12

38

10

6

11

32

5

46

17

5
6

47

27

18

22

43

16

26

23

17

17

23

17

14

30

25

52

8

16

15

5

18

12

13

6

10

1

19

5

6

11

6

16

11

7

2

18

20

22

11

3

18

9

8

4

7

14

17

6

11

10

18

9

3

10

10

8

3

4

9

5

2

1

18

12

36

4

4

13

17

33

1

37

2

3

5

12

32

38

35

7

5

34

30

8

9

13

16

3

8

31

13

19

25
24

30

31

3

45

18

27

21
20

23

30

33

26

24

5

20

19

25
29

26

25

26

29

12

8

14

22

6

17

28

9

27

4

16

15

2

15

21

23

27

29

13

2

8

10

9

17

28

11

11

8

1

19

12

9

10

10

16

5

18

7

5

12

22

9

7

13

18

27

25

15

23

29

11

12

20

3

8

6

10

22

5

9

13

14

5

14

22

3

4

14

7

10

10

6

14

49

48

2

45

15

4

1

11

12

19

47

3

5

4

44

46

11

12

46

7

11

14

41

19 18

4

3

21

2

5

6

8

43

42
40

24

12

25

20

26

9
11

12

29

10

30

15

36

34

1

39

9

10

23

27

28

22

8

10

16

17

10

31

35

32

37

19

38

21

17

9

18

20

8

12

33

19

11

10

6
5

4

3

17

1

18

8

18

1

13

9

9

7

4

5

13

14

2

8

6

16

12

17

24

1

5

7

15

7

11

26

10

6

3

2

3

19

7

20

21

7

9

22

18

23

28

24

23

26

54

14

26

3

11

14

28

53

27

52

27

48

41

12

13

20

8

7

28

12

12

11

3

6
6

7

10

11

34

5

9
10
11

20

22

23

29

38

22

5

20 21

5

17 18

12

4

8

9
9

13

14

19

7

20

21

22

25

26

27

29
30 31

23
24

33

33

33

29

38

34

37

36 35
28

26

121539

40

4

33

36
35

30

3132

16

15 14

6

5
7

6

11

1

2
25

21

23

20

12

13

26 24

2 1 2

3

14 13

125

1
1

45 3

14

8
7

2

109

12
13

19

1

21

2 1

20

6

12

15

1716

28

32

8

63 4

27 28

11

16
15

19

2122

5

9104

1516

1817

23

25
26

2

16

1

9

5

6
7

8

7

153

39

40

5148
50

2

1

5
3

8

14 35

33
32

10
5

8
6

22

17

20

21
30

31

15

2427

14

26

17 21

20

30

28

31
36

41

32
33

24

25

35

34

12

11

4

12

1

15

25

1716

13

1918

24

28

37

39

40

43

25

44

45

46

47

50

51

22

21

20

12 19
18

11

14

24

23

15

16

17

26

10
8

7

15

6 7

2

5

14

1

12

18

1

2

3

1

73

1

3

2

6

5

17

14

16

15
7

8

13

11

2021

32
316

7

8

11

1

2
12

31

30

1

7

1

6
1

76

17

35

36

8 52

13

10

11

16
15

14

3

741

10

18

15
14

10

13

17

1522

13
32

23

18

3

1

623

5

1011

12
13 14

18

19

16

15

78

17
23

22
21
20

28
29

30 31

26

24

21 20

17

18

1914
15

16

13
11

12

108
6

7
5

32

1

2

25

26

23

22

21

28

28

25

27

22
23 17

16

23

21

22

2019

18

22

23 24
25

26 27

28

29 30

31

32
33

34

29

29

21

222526

24 23

2

27

31

23

3

16

15

34

谷保

中二丁目
西二丁目

富士見台二丁目

富士見台一丁目

富士見台四丁目

東二丁目

北三丁目

東四丁目

中一丁目

泉三丁目

泉一丁目

富士見台三丁目

東三丁目

西一丁目

中三丁目

泉五丁目

青柳二丁目

青柳一丁目

東一丁目

北二丁目

谷保六丁目

泉四丁目

矢川三丁目

青柳三丁目

泉二丁目

谷保七丁目

西三丁目

北一丁目

石田
石田

青柳

石田

石田

日野市

立川市

国分寺市

府中市

甲州街道駅

柴崎体育館駅

立川南駅

立川北駅

立川駅

万願寺駅

西国立駅

矢川駅

谷保駅

国立駅

西府駅

JR南武線

JR中央本線

立
日
橋

日
野
橋

石田
大橋

国立府中IC

中央自動車道

都道256号（甲州街道）

富士
見通
り

学園通り

大
学
通
り

団地通り

国道20号

矢
川
通
り

おたか森通り

青
柳
大
通
り

さくら通り

旭通り

いずみ大
通
り

多
摩
川

本宿用水

府中用水

保健センター

国立市役所

くにたち市民
芸術小ホール

くにたち市民総合体育館

くにたち郷土文化館

国立市古民家

国立市環境センター

国立市
清掃分室

くにたち北
市民プラザ

くにたち南
市民プラザ

国立駅前くにたち・こくぶんじ市民プラザ

くにたち中央図書館

NHK学園
子ども家庭
支援センター

くにたち北高齢者
在宅サービスセンター

東京都多摩障害者
スポーツセンター

中区地域安全センター

流域下水道
処理場広場

北多摩二号水再生センター

南部中継
ポンプ場

谷保天満宮

矢川いこいの広場

河川敷公園倉庫

国立音楽大学
附属中・高

東京女子体育大学
東京女子体育短期大学

一橋大学

立川第二中学校

国立郵便局

国立谷保
郵便局

国立天神下郵便局

国立富士見台
郵便局

国立東郵便局

中央郵政研修所内
郵便局

国立駅前
郵便局

国立旭通
郵便局

国立西郵便局

国立北郵便局

国立あおやぎ苑

あるふぁ国立

滝乃川学園

くにたち苑

サンビレッジ国立

ウェルケア国立

シルバーハイツ谷保

わかばの家

ボンセジュール国立

多摩棕櫚亭
協会

ハッピーテラス国立駅前教室

ハッピーテラス国立教室

国立市公民館

くにたち福祉会館
（災害ボランティアセンター）

南区公会堂

矢川集会所

石神集会所

中一丁目集会所

富士見台
一丁目集会所

富士見台二丁目集会所

坂下集会所

谷保東集会所

千丑集会所

一本松公会堂

久保
公会堂

青柳福祉センター

西福祉館

くにたち
立東福祉館

東福祉館

北福祉館

四軒在家
福祉館

富士見台地域
防災センター

中平地域
防災センター

東地域防災センター

中地域防災センター

下谷保地域
防災センター

谷保給水所

中給水所
府中武蔵台浄水所

国立駅前交番

富士見台交番

谷保交番

曙町駐在所

東区駐在所
羽衣町交番

立川消防署
国立出張所

立川消防署
谷保出張所

立川第三
中学校

立川第二小学校

立川第三小学校

立川第六小学校

国分寺第五小学校

府中第七小学校

府中第十
中学校

府中第五小学校

本宿小学校

立川第七小学校

北第一公園

国立音楽大学
附属小学校

国立学園小学校

第五商業高校

矢川上公園

桐朋学園
高・中・小学校

国立高校

一橋大学グラウンド

東児童公園

谷保第一公園谷保第二公園

谷保第四公園

谷保第五公園

谷保第六公園

谷保緑地

東京多摩青果
株式会社

関東運輸局東京運輸支局
多摩自動車検査登録事務所

都立立川国際
中等教育学校周辺

中央郵政研修センター

東京女子
体育大学構内

一橋大学構内

谷保第三公園周辺

多摩川河川敷公園

立川第二中学校周辺

武蔵台緑地

府中西高校

①国立第一小学校

②国立第二小学校

③国立第三小学校

④国立第四小学校

⑤国立
第五小学校⑥国立第六小学校

⑦国立第七小学校

⑧国立第八小学校

⑨国立第一中学校
⑩国立第二中学校

⑪国立第三中学校

この地図は、国土地理院長の承認を得て基盤地図情
報を使用し作成した地図を、二次利用したものです。
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Emergency water supply points

Loud speakers of emergency broadcast system

Wells using at the time of disaster

Temporary acceptable facilities for consideration 
toward people who need special care

Community center (Disaster support center for non-Japanese)

Welfare hall (Disaster Volunteer Center)

Community Centers

Tachikawa Police Station (KOBAN/Substation)

Stations of volunteer fire corps

Tachikawa Fire Station (Kunitachi & Yaho branch)

City hall (Disaster management headquarter)　

Local meeting points

Safety evacuation areas (Designated refuge areas)

Designated evacuation centers

Evacuation centers of neighboring cities

legend

In case of flood, you cannot use it.

Please ask neighboring 
municipality whether its 
shelter open or not.

Facilities for consideration toward people who need special care 

급수 거점

방재 행정 무선

재해 대책용 우물

고령자 등 사회적 약자 임시 수용시설

공민관 (외국인 재해 지원 센터)

복지회관 (재해 자원봉사 센터)

커뮤니티 센터

다치카와 경찰서 (파출소・주재소)

소방단의 기구 보관소

다치카와 소방서 (구니타치・야호 출장소)

시청 (재해대책본부)

임시 집합 장소

지정 긴급 피난장소 (광역 피난장소)

지정 피난소

인근 시의 피난소

범례

홍수 발생 시에는 이용할 수 없습니다. 

인근 시의 피난소는 해당 인근 
시의 판단에 따라 개설하게 
되오니, 유념해 주십시요.

사회적 약자 이용시설

供水点

防灾行政无线

灾害时使用水井

能临时接受高令者等需要照顾人员的设施

公民馆（灾害时支援外国人活动中心）

福祉会馆（灾害自愿者活动中心）

社区中心

立川警察署（警察岗亭·派出所）

消防团用具场所

立川消防署（国立·谷保分署）

市政府（灾害対策本部）

临时集合场所

指定紧急避难场所（广大避难场所）

指定避难场所

邻接市避难场所

凡例

洪水时无法使用。

关于邻接市的避难所，因是在邻接
市判断下开设，所以请注意一下。

需要照顾人员的利用设施

● 家屋や家具の安全対策
   　家屋の耐震診断、改修、家具の転倒防止、
ガラスの飛散防止、危険な塀の補強、フェン
ス・生垣化を図りましょう。

● 火災への備え
・ 消火器などで初期消火活動に備えましょう。
・ 感震ブレーカーを設置し、地震に伴う電気
火災を防ぎましょう。
・ 非常時に備えて、住宅用火災警報器の定期
的な作動確認を行い、適切に交換を行うよ
う習慣づけましょう。

● 災害時備蓄品の備え
・ 家庭、学校、事業所では少なくとも３日分の
飲料水、非常食などを用意しましょう。
また、そのほか各自の状況に応じて必要と
なるものを備蓄しておきましょう。

● 非常時持ち出し品の準備
・ ラジオ、懐中電灯、食料、飲料水、現金、常
備薬、保険証のコピーなどの最小限の持ち
出し品を用意しましょう。

● 家族や地域で話し合い
・ 安否確認の方法、指定避難所、避難経路を
確認しましょう。
・ ご近所で配慮が必要な方（高齢者、しょうが
いしゃ等）への気配りを心がけましょう。
・ 地域で実施する防災訓練に積極的に参加し
ましょう。

　市内には現在、指定避難所、指定緊急避難場所（広域避難場所）、一時集合場所
などの避難場所が指定されています。

施設 災害時の役割
指
定
避
難
所
（
広
域
避
難
場
所
）

指
定
緊
急
避
難
場
所
一
時
集
合
場
所

災害により住まいを失った人またはそ
のおそれのある人、電気、ガスなどの
被害により自宅で生活が困難になった
人が一時的に生活を営む場所

◇震災などによる市街地大火から一時
的に市民の安全を確保する場所

◇大火が鎮火した後は、自宅へ戻り生
活を再建する人や指定避難所で避難
生活を営む人などがいる

地震直後、近隣住民相互の情報連絡や
安否確認、また、避難に際して近隣や
自治会・自主防災組織などで集団を形
成する場所

市立小中学校１１校

都立立川国際中等教育学校周辺、
一橋大学構内、中央郵政研修セン
ター、谷保第三公園周辺、など
６箇所

市内の学校や公園など３６施設
※指定避難所、指定緊急避難場所
（広域避難場所）も含む

◆ 日頃からの備えを！

◆ 国立市の避難場所

給水拠点

防災行政無線

災害対策用井戸

高齢者等要配慮者一時受入施設

公民館（外国人災害時支援センター）

福祉会館（災害ボランティアセンター）

コミュニティ施設
（地域防災センター ,地域福祉館,地域集会所等）

立川警察署（交番・駐在所）

消防団器具置場

立川消防署（国立・谷保出張所）

市役所（災害対策本部）　

一時集合場所

指定緊急避難場所（広域避難場所）

凡例
指定避難所（市立小中学校）

隣接市避難所

◆ 洪水時には利用できません。
◆ 臨時ヘリポートを開設することが
　 あります。

隣接市の避難所については、
隣接市の判断で開設いたし
ますので、ご留意ください。

要配慮者利用施設

방재 지도防灾地图 Disaster prevention map防災マップ
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立川地方合同庁舎立川地方合同庁舎

立川相互病院立川相互病院

救

西和会館（曙町三丁目西和会）西和会館（曙町三丁目西和会）

曙三仲和会館
（曙町三丁目仲和会）

曙三仲和会館
（曙町三丁目仲和会）

曙町三丁目東町会集会所
（曙町三丁目東町会）

曙町三丁目東町会集会所
（曙町三丁目東町会）
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曙一西公園曙一西公園

曙一丁目公園曙一丁目公園

憩いの場憩いの場

立川北口公園立川北口公園

高松三南公園高松三南公園

高松三東公園高松三東公園

高松三北公園高松三北公園

高松二東公園高松二東公園

高砂公園高砂公園

曙第二公園曙第二公園

曙三北公園曙三北公園

曙第三公園曙第三公園

曙第四公園曙第四公園

曙公園曙公園

曙第五公園曙第五公園

曙三南公園曙三南公園

曙町運動広場曙町運動広場

曙三東公園曙三東公園

二中一帯二中一帯

曙第六公園曙第六公園

曙三第二公園曙三第二公園

曙第七公園曙第七公園

曙三西公園曙三西公園

高松二北公園高松二北公園

立川幼稚園立川幼稚園

愛光あけぼの保育園愛光あけぼの保育園

愛光保育園愛光保育園

ファーレ立川郵便局ファーレ立川郵便局

立川郵便局立川郵便局

国立北郵便局国立北郵便局

立川高松郵便局立川高松郵便局

立川警察署立川駅北口交番立川警察署立川駅北口交番

立川警察署立川駅南口交番立川警察署立川駅南口交番

立川警察署高松町交番立川警察署高松町交番

立川警察署立川警察署

第八方面本部第八方面本部

立川警察署曙町駐在所立川警察署曙町駐在所

たましんコメンス８９・
たましんＷｉｎセンター
たましんコメンス８９・
たましんＷｉｎセンター

ホテルエミシア東京立川ホテルエミシア東京立川

立川駅自由通路・ホテルメッツ立川立川駅自由通路・ホテルメッツ立川

ＳｕｐｅｒＤ’ＳＴＡＴＩＯＮ立川店ＳｕｐｅｒＤ’ＳＴＡＴＩＯＮ立川店

河合塾　立川校河合塾　立川校

立川ホテル立川ホテル

競輪場競輪場
立川国際中等教育学校立川国際中等教育学校

女性総合センター・中央図書館女性総合センター・中央図書館

国営昭和記念公園（総合案内所、花みどり文化センター）国営昭和記念公園（総合案内所、花みどり文化センター）

第二小学校第二小学校

第二中学校第二中学校

第五中学校第五中学校

曙学童保育所曙学童保育所

高松学習館（健康会館）高松学習館（健康会館）

高松会館高松会館

曙福祉会館曙福祉会館

高松児童館高松児童館
高松学童保育所高松学童保育所

立川駅立川駅

立川北駅立川北駅

立川地方合同庁舎立川地方合同庁舎

ウイング高松ウイング高松

ファーレ立川
センタースクエア
ファーレ立川
センタースクエア

立川タクロス立川タクロス

広域避難場所

ＡＥＤ

凡　 例

一次避難所　（▶入口）

避 二次避難所

公共・公益施設

公園・広場など

消火器（立川市管理分）

応急給水タンク

防災倉庫・備蓄倉庫

ＡＥＤ（立川市管理分）

災害時に役立つ施設

公衆電話

【避難する場所等】 【災害時に役立つ設備・施設】

【その他施設】
町丁目界

避難所医療救護所救

緊急医療救護所救

●わが家の緊急時の避難場所・待ち合わせ場所

　避難場所までのルート、待ち合わせ場所など

緊急時の対応を各家庭で話し合い、確認してお

きましょう。

地震などの災害時に避難所まで安全に避難するためのルートや、自宅周辺の

防災資源などをこのマップで確認し、各家庭での防災対策を進めましょう！

情報を活用しよう　　　

日頃から、天気予報や

気象情報に気をつけ

ましょう。

被害の状況に応じて移動

災害時要配慮者の避難など
を予定している避難所。

避難所や避難の方法を理解しましょう！

二次避難所
（曙学童保育所、曙福祉会館など)

地震発生！ わが身の安全確保・情報収集

一時（いっとき）集合場所

近くの公園や空き地など

市立の小・中学校

広域避難場所（昭和記念公園など）

一次避難所

（第二小学校、第二中学校など）

福祉避難所
（柴崎保育園、ドリーム学園など）

大規模火災等、広域的な災害から
住民の安全を確保することを目的
とした避難場所。

一次避難所の状況をみて適宜開設していく避難所。

近所の人たちが一時的に集まって
様子をみる場所。集団で避難する
ための身近な集合場所。

地震発生時、最初に開設する避難所。
食料、水、生活必需品などを備蓄して
います。

避難所
家屋の倒壊などにより自宅で生活できなくなった方々が、
一時的に生活できる機能を持っている場所。

●日頃の備え

避難所や避難路を確認しよう

自宅から近い避難所と、

そこまでの安全な道のりを

確認しておきましょう。

非常持ち出し品の準備をしよう

避難するときの荷物は必要

最低限とし、事前に準備し

ておきましょう。

自主防災活動をしよう　　　
防災訓練等に参加し、

いざという時に適切な

行動がとれるよう訓練

しましょう。

普段から風水害や地震に対する心構えを！

●避難所・避難場所

防災マップの使い方

大きな公園・緑地など

・曙町三丁目東町会

・曙町三丁目西和会

・曙町三丁目仲和会

・曙町三丁目アパート自治会

曙町三丁目地区周辺
防災マップ

対象自治会

曙町運動広場

　立川第二中北側の曙町運動広場
は、休日の憩いの場ですが、大規
模火災の際には広域避難場所とし
て活用できます。

一時避難できるオープンスペース 狭い道
　公園や競輪場の入場口付近、緑
川通りと駐車場などが、災害時の
一時的な避難場所として有効活用
できます（競輪開催中は車や人が
多いので注意）。

　競輪場の南東の通りは通学路と
して利用されていますが、車の通
りが多く、細道が多いため、地震
の際は塀などの倒壊に注意が必要
です。

地区周辺の防災上の宝モノ　・周知したいモノ　　！

立川競輪場集合棟

　競輪場東側の市民の丘は、憩い
の場所です。また隣接する競輪場
集合棟は、風水害限定指定避難所
として機能します。

！

※このマップは、防災モデル地区推進事業の成果を基に作成し、避難所運営連絡会での検討を基に更新しました。（令和４年３月更新版）
※この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の１地形図を利用して作成したものである。（承認番号）３都市基交著第23号
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曙町一丁目

（2,333世帯）

柴崎町一丁目

（世帯）

曙町二丁目

（1,804世帯）

曙町三丁目

（2,911世帯）

高松町三丁目

高松町二丁目

緑町

曙一西公園

曙一丁目公園

憩いの場

立川北口公園

高砂公園 曙第二公園

曙三北公園

曙第三公園

曙第四公園 曙公園

曙第五公園
曙三南公園

曙町運動広場

曙三東公園

曙第六公園

曙三第二公園

曙第七公園

曙三西公園

立川幼稚園

愛光あけぼの保育園

愛光保育園

諏訪の森保育園

ファーレ立川郵便局

立川郵便局

立川警察署立川駅北口交番

立川警察署

第八方面本部

立川警察署曙町駐在所

たましんコメンス８９・たましんＷｉｎセンター

ホテルエミシア東京立川

立川駅自由通路・ホテルメッツ立川

子ども未来センター

たましんＲＩＳＵＲＵホール（市民会館）

ＳｕｐｅｒＤ’ＳＴＡＴＩＯＮ立川店

河合塾　立川校

西地下道有料自転車駐輪場

立川ホテル

アレアレア２

ホテル日航立川東京

立川競輪場
立川国際中等教育学校

女性総合センター・中央図書館

国営昭和記念公園（総合案内所、花みどり文化センター）

第二小学校第二小学校

第二中学校第二中学校

第一小学校　　　　第一小学校　　　　

第六小学校第六小学校

第一中学校第一中学校

第五小学校第五小学校

国営昭和記念公園

二中一帯

曙学童保育所

高松学習館（健康会館）

立川相互病院

災害医療センター

高松会館

高松児童館

高松学童保育所

柴崎学習館柴崎学習館

曙福祉会館

立川地方合同庁舎

ウイング高松

ファーレ立川センタースクエア

立川タクロス

③

②

①

④

⑤

⑥
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⑨
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⑫

TACHIKAWA
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※この地図は避難所毎に立ち上げる避難所

　運営組織の該当区域を示しています。

　避難先を限定するものではありません。

プ

避

水

〒ＡＥＤ

一次避難所

【避難する場所等】 【災害時に役立つ設備・施設】 【その他施設】

二次避難所

帰宅困難者一時滞在施設

帰宅困難者一晩滞在施設

広域避難場所

防災倉庫・備蓄倉庫

ＡＥＤ（立川市管理分）

防災無線

公共・公益施設

コンビニエンスストア

郵便局

交番

保育園

幼稚園

防火水槽

消火器（立川市管理分）

消火栓

▲災害時に飲料水を確保できる場所

応急給水タンク

プール

凡　例

避難所医療救護所

緊急医療救護所

救

保

幼

災害拠点病院等

公園・広場など

時

晩

※この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の１地形図を利用して作成したものである。（承認番号）３都市基交著第23号

第二小学校　収容人数：1,210人

②　曙町一丁目西町会

③　曙一東自治会

④　曙町二丁目西町会

⑤　曙二南町会

⑥　曙町二丁目東和会

⑦　曙二北町会

⑧　曙町三丁目西和会

⑫　ベルシャトゥ立川自治会

○　高松町高昇会

○　高松町三丁目松栄会

【一次避難所】

第四小学校　収容人数：1,270人

①　曙一南自治会

②　曙町一丁目西町会

○　五月会

○　富一東協和会

○　富士見町二丁目自治会

○　東親会

○　上富士町会

○　富士見町４丁目西町会

○　東親和会

○　富士見会　

○　喜多町会

○　富士見町五の南町会

○　立川富士見町一丁目第３自治会

○　立川市富士見町五丁目都営第二アパート自治会

【一次避難所】

第二中学校　収容人数：1,640人

⑨　曙町三丁目アパート自治会

⑩　曙町三丁目仲和会

⑪　曙町三丁目東町会

【一次避難所】立川防災マップ【曙町編】

柴崎学習館建物オブジェクトなし

第一小学校建物オブジェクトなし

エリア外の名称入れる？

倉庫、給水タンク場所確認

救

救

救
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